
１．平成25年３月期の業績（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

  

（注）当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行う予定です。当該株式分割が上記の１株
   当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益に与える影響については「（ご参考）株式分割に伴う
   １株当たり数値の遡及修正」をご覧ください。 
   
（２）財政状態 

（注）当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行う予定です。当該株式分割が上記の１株 
   当たり純資産に与える影響については「（ご参考）株式分割に伴う１株当たり数値の遡及修正」をご覧ください。
  
（３）キャッシュ・フローの状況 

  
２．配当の状況 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期  4,552  12.3  784 △26.2  890  △17.0  561  △17.4

24年３月期  4,053  △3.6  1,063 6.5  1,073  6.6  680  △45.5

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

25年３月期  5,746.66 5,717.72  6.9  9.3  17.2

24年３月期  6,910.50 6,894.25  8.9  12.0  26.2

（参考）持分法投資損益 25年３月期 －百万円   24年３月期 －百万円 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年３月期  9,919 8,191  82.3  84,665.65

24年３月期  9,329 8,095  86.6  82,230.44

（参考）自己資本 25年３月期 8,166百万円   24年３月期 8,082百万円

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

25年３月期  267 △197  △240  1,719

24年３月期  814 △746  △299  1,809

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 配当性向 純資産
配当率 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年３月期 －  0.00 － 3,000.00 3,000.00  295  43.4 3.9

25年３月期 －  0.00 － 3,000.00 3,000.00  289  52.2 3.5

26年３月期（予想） －  0.00 － 20.00 20.00    60.9  

当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行う予定です。なお、平成26年３月期（予想）の

１株当たり配当金は、当該株式分割後の金額です。また、平成24年３月期及び平成25年３月期の１株当たり配当金は、当

該株式分割前の金額です。当該株式分割の影響を調整した場合の１株当たり配当金については「（ご参考）株式分割に伴

う１株当たり数値の遡及修正」をご覧ください。

３．平成26年３月期の業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,478  35.2  441  43.9  442 46.6  287  36.4  14.92

通期  4,991  9.6  971  23.8  974 9.4  633  12.7  32.83



※  注記事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  
（２）発行済株式数（普通株式） 

  
  
※  監査手続の実施状況に関する表示 

 
  
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 有

④  修正再表示                          ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期 96,452株 24年３月期 98,444株

②  期末自己株式数 25年３月期 －株 24年３月期 －株

③  期中平均株式数 25年３月期 97,786株 24年３月期 98,444株

この決算短信は、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点におい

て、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続きは終了しておりません。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる業績予想のご利用にあたっての注意事項等

については、4ページ「1.経営成績・財政状態に関する分析【次期の見通し】」をご覧ください。



  

   当社は、平成25年５月14日の取締役会において、平成25年７月１日を効力発生日として普通株式１株につき200株

  の株式分割を行うことを決議しております。当該株式分割が前事業年度の開始日に行われたと仮定した場合の１株当

  たり情報等、ならびに当事業年度の開始日に行われたと仮定した場合の１株当たり情報等は、次のとおりでありま 

  す。  

  

１．平成25年３月期の業績（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（ご参考）株式分割に伴う１株当たり数値の遡及修正

（１）経営成績 

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

25年３月期 28.73 28.59 

24年３月期 34.55 34.47 

  １株当たり純資産 

  円 銭 

25年３月期 423.33 

24年３月期 411.15 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年３月期 － － － 15.00 15.00

25年３月期 － － － 15.00 15.00
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(1）経営成績に関する分析 

  【当期の経営成績】  

  当事業年度におけるわが国経済は、欧州政府債務問題及び新興国の成長減速等により先行きの不透明感が強いま

ま推移いたしましたが、年末以降は、新政権の経済政策に反応した円安基調や株価上昇等経済動向に変化の兆しが

見え始めております。 

 医薬品業界におきましては、後発品の普及促進、長期収載品の薬価引き下げ等の医療費抑制政策により引き続き

厳しい状況にあり、新薬開発が一層重要な課題となっております。 

 このような状況のもと、当社は製品価値の最大化に向けた販路の再構築や眼科・皮膚科領域における新薬の創出

を目指し、積極的に事業活動に取り組みました。 

 当事業年度の売上高は、北米向けレスキュラ®点眼液の初期出荷や日本向けAMITIZA®カプセルの販売が好調に推

移したこと等により、4,552百万円（前期比12.3％増）となりました。 

 利益面におきましては、前期と比べ増収となったものの、ロイヤリティー収入の減少に伴う売上総利益率の低下

（前期と比べ4.8ポイント減）及び網膜色素変性治療薬（当社開発コード：UF-021）の第３相臨床試験開始等に伴

う研究開発費の増加（前期比39.5％増）により、営業利益は784百万円（同26.2％減）となりました。また、昨今

の円安に伴い93百万円の為替差益が発生したことにより、経常利益は890百万円（同17.0％減）、当期純利益は561

百万円（同17.4％減）となりました。 

  

 事業部門別の状況は次のとおりであります。  

（レスキュラ®点眼液） 

 当事業年度におけるレスキュラ®点眼液の売上高は1,811百万円（前期比6.8％減）となりました。地域別の概要

につきましては以下のとおりであります。  

＜日本市場＞ 

 当社の主力商品であるレスキュラ®点眼液は、製品価値の最大化に向け、販売先との共同プロモーションに注力

し、次の施策を行っております。 

①緑内障の早期発見を目指して眼科医を対象に眼底読影勉強会を積極的に開催するとともに、製品説明会等を通 

 じ、レスキュラ®点眼液の販売促進活動を行う 

②学会セミナーの開催や講演会記録集等の作成により製品特性等の情報提供を活発に行い、レスキュラ®点眼液 

 の認知度向上・普及促進活動に取り組む 

 上記①、②の施策により、処方数の減少幅は前年に比べ小さくなっているものの、ロイヤリティー収入の減少や

薬価改定の影響を受け、当事業年度の売上高は1,347百万円（同20.6％減）となりました。 

＜北米市場＞ 

 Sucampo AG（以下、SAG社） がレスキュラ®点眼液の添付文書の記載内容を変更して再上市しており、当事業年

度の売上高は464百万円（前期は実績なし）となりました。  

 

（AMITIZA®カプセル） 

 当事業年度におけるAMITIZA®カプセルの売上高は2,592百万円（前年同期比27.9％増）となりました。地域別の

概要につきましては以下のとおりであります。 

 ＜北米市場＞ 

 当社は米国のSucampo Pharma Americas,Inc.との北米地域における独占的製造供給契約に基づき、慢性特発性便

秘症及び便秘型過敏性腸症候群治療薬の受託製造を行っております。 

 当事業年度の売上高は、販売提携先の武田薬品工業株式会社からの受託数量増加に伴い、2,327百万円（同

15.3％増）となりました。 

＜日本市場＞ 

 Sucampo Pharmaceuticals,Inc.（以下、SPI社）が慢性便秘症（器質的疾患による便秘を除く）治療薬の製造販 

売承認を取得したことに伴い、当事業年度の売上高は264百万円（前期は実績なし）となりました。 

＜その他の地域＞ 

 スキャンポ各社はスイスや英国において慢性特発性便秘症治療薬として販売承認を取得しており、北米地域に 

おいてはAMITIZA®カプセルの新たな適応として非癌性疼痛患者を対象としたオピオイド誘発性腸機能障害治療薬と

して、追加新薬承認を取得しております。当社は各地域において同社と独占的製造供給契約を締結しております。

   

（医薬品開発支援及び受託製造サービス） 

 医薬品開発支援及び受託製造サービスの当事業年度の売上高は148百万円（同78.7％増）となりました。 

   

１．経営成績・財政状態に関する分析

株式会社アールテック・ウエノ （4573） 平成25年3月期決算短信 （非連結）

2



 （研究開発）  

 当社は、「医師の目線で医薬品開発・販売を行う分野特化型（眼科・皮膚科）のグローバルな医薬品会社」を目

指しており、国が推奨及び支援するアンメット・メディカル・ニーズ（未だ満たされていない医療ニーズ）領域や

オーファンドラッグ（希少疾病用医薬品）領域、アンチエイジング（生活改善薬）領域の新薬の開発を進めており

ます。  

 当事業年度における研究開発費の総額は1,279百万円（前期と比べ362百万円増）となりました。領域別の研究開

発活動の進捗状況につきましては次のとおりであります。  

 ①眼疾患領域 

  ・網膜色素変性（開発コード：UF-021）（製品名：オキュセバ™） 

 網膜色素変性は両眼に発症する遺伝性の網膜疾患で、進行性の夜盲と視野狭窄をきたし、末期には高度の視力低

下、更には失明にまで至ることもある疾患です。 

 現在は全国38の医療機関で180症例を目標とした第３相臨床試験を開始しており、一日でも早く本治療薬を待ち

望まれている多くの患者様のお手元へお届けできるよう、臨床試験を進めてまいります。 

  

  ・重症ドライアイ（開発コード：RU-101） 

 ドライアイは涙液層や眼表面の障害を特徴とする慢性で他因性の眼疾患です。当社は結膜上皮細胞を用いた実験

において、血清アルブミンが涙液成分の一つであるムチンの産生を増強することを確認しております。当事業年度

においては、安全性試験の一部が終了しており、現在は米国において第１相及び第２相を合わせた臨床試験を開始

する準備をしております。 

   

  ・糖尿病性白内障（開発コード：RTU-007） 

 糖尿病性白内障は、糖尿病が原因で発症する白内障で、水晶体が混濁する疾患です。当社はアステラス製薬株式

会社からライセンス取得した糖尿病患者の体内で増加する酵素を阻害する物質について、細胞や動物を用いた実験

で化合物の最適化をおこなっており、当事業年度においては、薬理試験を実施しております。 

  

 ②皮膚疾患領域 

  ・男性型脱毛症（開発コード：RK-023） 

 男性型脱毛症は、壮年性脱毛症とも呼ばれ、思春期以降に男性ホルモンの影響を受け、頭頂部から前頭部に限局

して、太く長い毛が再生せずに細く短い軟毛に置き換わり、最終的には毛包が委縮して毛髪数が減少し、段階的に

薄毛・脱毛が進行する疾患です。既に前期第２相臨床試験を完了しており、安全性に関してはRK-023使用とプラセ

ボ（注１）使用で差異は見られませんでした。一方、有効性についてはプラセボ使用群に対してRK-023使用群では

外観写真評価での改善及びフォトトリコグラム（注２）により成長期毛数（注３）の減少抑制の可能性がみられま

した。当事業年度においては、非臨床の長期安全性試験が終了いたしました。 

（注1）薬剤（RK-023）が含まれていない製剤。 

（注2）頭皮における毛髪密度、毛髪太さ、毛髪の伸びを計測する目的で、頭髪を一定面積で毛刈りし、頭皮の拡 

    大写真を経時的に撮影し、解析する方法。 

（注3）フォトトリコグラムにより１日に0.2mm以上伸びることが確認された毛を「成長期毛」と定義しました。成

       長期毛の割合が少なくなると脱毛症が進みます。  

  

  ・睫毛貧毛症（開発コード：RK-023） 

 睫毛貧毛症は、睫毛（まつげ）が貧弱で短い、まばら、色が薄い等の原因で、眼にほこりなどの異物や異常な光

が入ることを防ぐ機能が十分に発揮できない疾患です。当事業年度においては、第１相臨床試験が終了しており、

眼圧下降や充血などの眼科的所見も認められませんでした。 

  

  ・アトピー性皮膚炎（開発コード：RTU-1096） 

 アトピー性皮膚炎は、アレルギー体質により皮膚のバリアー機能が低下し、様々な刺激が加わることでかゆみを

伴う慢性の湿疹、皮膚炎を生じ、症状の悪化と改善を繰り返す疾患です。従来は学童期に自然治癒すると考えられ

ていましたが、成人まで持ちこす例や、成人してからの発症・再発の例が近年増加しています。当社では、炎症に

関連して血液、組織中で活性の増加がみられる酵素を特異的に阻害する化合物を開発し、当事業年度においては、

薬理試験の一部が終了しております。 

   

 ③神経疾患領域 

  ・糖尿病性神経障害（開発コード：RTU-1096） 

 糖尿病性神経障害は、糖尿病３大合併症の１つで、血糖値が高い状態が続くと足や手などの末梢神経におこる障

害で、違和感、しびれ、痛み等の症状が現れる疾患です。当社では、糖尿病患者の体内で増加する酵素を特異的に

阻害する化合物を開発し、当事業年度においては、薬理試験の一部が終了しております。 
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  【次期の見通し】  

 次期見通しにつきましては、円安の進行や政権交代に伴う経済政策への期待感はあるものの、欧米・新興国経済 

の更なる下振れ懸念、欧州債務問題の深刻化による金融不安の拡大など、依然として先行き不透明な事業環境が予 

想されます。 

  

 次期の事業部門別及び研究開発の予定は以下のとおりです。 

（レスキュラ®点眼液） 

 ①国内市場 

 引き続き同製品の特性を活かしたマーケティング活動を実施し、新たな販売プロモーションを実施して処方数の維

持に最大限努めている結果、処方数が下げ止まっており、次期においては当期とほぼ同額の売上を見込んでおりま

す。 

 ②北米市場 

 北米地域においてはSAG社が同製品の添付文書の記載内容を変更して再上市しており、当期において初期出荷があ

ったため、次期においては当期と比べて減収となる見込みです。  

  

（AMITIZA®カプセル） 

 ①北米市場  

 慢性特発性便秘症治療薬や過敏性腸症候群治療薬の販売が堅調に推移していることから、当期と比べて増収となる

見込みです。Sucampo Pharmaceuticals,Inc.（以下、SPI社）は平成25年４月にオピオイド誘発性腸機能障害の追加

新薬承認を取得しておりますが、現時点で販売開始時期や数量が未定のため、平成26年３月期の業績予想には含めて

おりません。 

 ②日本市場  

 日本においては当期中より売上が発生しており、次期は１年分の売上が計上されるため、当期と比べて増収となる

見込みです。 

  

（医薬品開発支援及び受託製造サービス）  

 国内外の医薬品企業、健康食品企業等に対し、脂溶性・難溶性の薬剤の製剤化や治験薬等の製造を受託しており、

同事業の拡大によって当社のビジネス展開の基盤を拡げることも可能になると考えております。次期においても引き

続き積極的に新規顧客の獲得に努めてまいります。 

   

（ロイヤリティー収入） 

 男性型脱毛症治療薬（開発コード：RK-023）は前期第２相臨床試験、睫毛貧毛症（開発コード：RK-023）は第１相

臨床試験を終えており、国内外の有望な製薬企業へのライセンスの譲渡を視野に交渉を進めております。 

  

（研究開発費） 

 次期においては、網膜色素変性の第３相臨床試験及びドライアイ治療薬の第１・２相臨床試験の臨床試験費用が発

生するため、1,282百万円（当期比0.2％増）を見込んでおります。  

  

 (2）財政状態に関する分析 

 ①資産、負債および総資産の状況  

 当事業年度末の資産合計は、9,919百万円（前期比6.3％増）となりました。これは主として前期と比べ平成25年3

月度の売掛金が増加したことにより469百万円から1,157百万円（同146.8％増）となったことによるものです。 

 負債合計は、1,728百万円（同40.0％増）となりました。これは主として網膜色素変性の治験開始に伴う支払増加

等に伴い、未払金が242百万円から379百万円（同56.6％増）となったことによるものです。 

 純資産合計は、8,191百万円（同1.2％増）となりました。これは主として自己株式の消却等により資本剰余金が

187百万円減少したものの、利益剰余金が266百万円増加したことによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当事業年度末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ89百万円減少し、1,719百万円となりました。

当事業年度のキャッシュ・フローの概況は以下のとおりです。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当事業年度の営業活動の結果から得られた資金は267百万円となりました。これは主に売上債権の増加（688百万

円）があったものの、税引前当期純利益を885百万円計上したことによるものです。  
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当事業年度の投資活動の結果、支出した資金は197百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得（72百万

円）によるものです。 

   

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 当事業年度の財務活動の結果、支出した資金は240百万円となりました。これは主に独立行政法人科学技術振興機

構からの研究開発援助（246百万円）があったものの、配当金の支払（294百万円）や自己株式の購入（188百万円）

によるものです。 

  

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移  

自己資本比率：自己資本／総資産  

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産  

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー  

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い  

 （注）１ 時価総額は、期中平均株価×期中平均株式数により算出しております。 

    ２ キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用してお

      ります。 

    ３ 有利子負債は、貸借対照表上に計上されている負債のうち、利子を払っているすべての負債を対象とし

      ております。 

    ４ 利払いは、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

   

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

（利益配分に関する基本方針） 

 当社は、経営基盤強化のための内部留保に配慮しつつ、株主の皆様への適切な利益還元を重要な経営課題と位置付

けており、業績や配当性向などを総合的に考慮し、中長期的に安定した配当を継続して実施していくことを基本方針

としております。 

 内部留保資金については、成長に不可欠な研究開発投資及び新規化合物の導入など、競争力向上のために必要な事

業への投資に活用していく方針であります。 

 なお、当期の配当につきましては、前期と同額の１株当たり3,000円を予定しております。次期の配当につきまし

ては１株当たり20円（平成25年７月１日を基準日として１株につき200株の分割予定しており、分割前換算で１株当

たり4,000円）を予定しております。 

  

(4）事業等のリスク 

 当社の事業状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、

以下のようなものがあります。なお、当社はこれらの事業等へのリスクを認識した上で、当該リスク発生に伴う影響

を極力回避するための努力を継続してまいります。 

  

①新薬開発の不確実性  

 新薬の開発に際しては、安全性や効能に関する懸念、予期せぬ副作用、臨床試験データが競合品に対して有意差を

示さない等の理由により、開発計画の遅延、中止に至る場合があります。 

 また、当局への製造販売承認申請を行ったとしても、不承認となる場合もあり、製品化までには多くの不確実性を

含んでおります。  

 当社は、新薬開発に毎年多額の研究開発投資を行っておりますが、これらの理由から、研究開発投資に見合う新薬

の売上高もしくは利益の確保ができない場合、当社の業績及び財政状態に影響を与える可能性があります。 

  平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期 

 自己資本比率（％）     79.2      87.4      85.2      86.6      82.3  

 時価ベースの自己資本比率

（％） 
    483.3      113.6       89.9       91.2       111.2  

 キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（％） 
     1.7       ―       ―       ―       ―  

 インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍） 
     40.2     248.0       ―       ―       ―  
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②医療行政の動向  

 当社の事業は、国内においては主に薬事法により規制されておりますが、その他、健康保険法、製造物責任法、独

占禁止法、環境関連の法律等の規制も受けております。これらの法的規制が改定された場合、当社の業績及び財政状

態に影響を与える可能性があります。 

  

③薬価基準  

 当社の主力製品であるレスキュラ®点眼液は、薬価基準に収載されております。薬価基準は「健康保険法の規定に

よる療養に要する費用の額の算定方法」として、厚生労働大臣が告示するものであり、医療保険で使用できる医薬品

の範囲と医療機関が使用した医薬品の請求価格を定めたものであります。 

 この薬価基準については、厚生労働省が市場における売買価格の実勢価格調査を行い、その結果を反映した定期的

な改定が行われており、レスキュラ®点眼液については、平成22年４月には12.2％（内、ジェネリック加算6.0%）、

平成24年４月に5.6%の薬価改定（引下げ）が行われました。 

 当社では、レスキュラ®点眼液の定期的な薬価引下げを想定した事業運営を行っておりますが、想定範囲を超えた

薬価改定や、その他の医療保険制度の改定があった場合、当社の業績及び財政状態に影響を与える可能性がありま

す。  

  

④主力製品への依存  

 当社の売上高は、レスキュラ®点眼液及びAMITIZA®カプセルの占める比率が高くなっております。 

 これらの製品に、万一の製品の欠陥、予期せぬ副作用等の要因による販売中止、売上の大幅な減少等が発生した場

合、当社の業績及び財政状態に重大な影響を与える可能性があります。  

  

⑤訴訟リスク 

 医療用医薬品の製造・販売を主たる事業とする当社は、特許法、製造物責任法、独占禁止法、消費者保護法、環境

等に関わる訴訟の提起や監督官庁から行政処分を受ける可能性があり、訴訟、行政処分等が発生した場合、それらの

動向は、当社の業績及び財政状態に影響を与える可能性があります。なお、現在、当社の経営に大きな影響を与える

訴訟は起きておらず、行政処分もございません。 

  

⑥知的財産保護に関するリスク  

 当社は、医薬品の製造・販売及び研究開発活動において様々な知的所有権を使用しており、これらは当社所有の権

利または所有者より使用許諾を受けた権利であります。 

 しかしながら、出願中の特許が登録に至らない可能性や、当社が所有または使用許諾を受けた知的所有権に優位す

る知的所有権が第三者によって生み出される可能性があります。また、第三者の知的所有権の侵害に基づく将来の係

争を完全に回避することは困難であり、その結果、当社の業績及び財政状態に重大な影響を与える可能性がありま

す。 

 更に、当社の業務の過程で生じた特許の発明者の特定や、特許法に定める相当な対価の金額の算定が困難な場合も

あり、当社保有の特許に関して社員その他の第三者から何らかの請求が行われる可能性も完全には否定できず、その

ような事態が生じた場合には、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

⑦利益相反のリスク 

 当社では、当社とスキャンポグループ各社間との取引については、取締役会の諮問機関として弁護士・公認会計士

３名の外部専門家により組織された「利害関係者間取引審査委員会」において取引の正当性、妥当性を協議してお

り、取締役会は、その結果に基づき利害関係者間契約等を審議、決議することとなっています。更に３名の監査役

（社外監査役３名、内常勤監査役１名）が取締役会に出席し、取締役の職務の執行を監督することになっておりま

す。SPI社においては、利害関係のない経営陣が契約交渉にあたると共に、NASDAQにより定められた基準を満たす３

名以上のIndependent Director（独立社外取締役）によって構成されるAudit Committee（監査委員会）により、取

引内容及び取引金額の公正性と妥当性が承認された場合にのみ利害関係者間契約が締結される仕組みが採用されてお

ります。このように当社及びスキャンポグループ各社とのそれぞれの取引において、その公正性が担保されることを

目的とした体制が構築されております。 

 しかしながら、利益相反等の行為が発生した場合には、当社の利益を損ねる恐れがあるほか、社会的に指弾を受け

る等の不利益を被り、その結果として当社の業績に影響を与える可能性があります。  
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 当社は、医師の目線で医薬品販売・開発を行う分野特化型（眼科・皮膚科）のグローバルな医薬品会社を目指してお

り、新規医薬品の研究開発事業、医薬品の製造・販売事業、医薬品開発支援及び受託製造サービス事業を主たる事業と

しております。 

  

（1）新規医薬品の研究開発事業 

 当社は、医師の目線で医薬品の開発を行う分野特化型（眼科・皮膚科）の医薬品会社を目指しており、医師でもある

代表取締役社長の真島行彦を中心に、アンメット・メディカル・ニーズ（未だ満たされていない医療ニーズ）領域、オ

ーファンドラッグ（希少疾病医薬品）領域、アンチエイジング（生活改善薬）領域の開発に注力しております。 

  

（2）医薬品の製造・販売事業  

 当社の主力商品であるレスキュラ®点眼液は、緑内障・高眼圧症治療薬として平成６年に厚生省（現厚生労働省）よ

り、製造販売承認を取得しました。レスキュラ®点眼液は、眼局所及び全身性の副作用が少なく、１日２回投与で安定

した眼圧下降作用をもたらし、また視神経保護作用と眼血流増加の作用メカニズムにより、緑内障（正常眼圧緑内障を

含む）及び高眼圧症患者の視野を長期的に維持する優れた治療効果を有しています。 

 日本においては、平成16年10月より、眼科領域での豊富な実績と経験を有する参天製薬株式会社を通じて医療機関へ

お届けしております。米国及びカナダ地域については、平成21年４月にSPA社とのライセンス及び製造供給契約を締結

しました。韓国においては東亜製薬株式会社、台湾においては台湾アステラスで販売をおこなっております（平成22年

４月１日以降）。また、その他の地域については、平成23年３月にSAG社へ開発、製造及び商業化権のライセンス譲渡

を行っております。 

  

（3）医薬品開発支援及び受託製造サービス事業  

 AMITIZA®カプセルは、SPA社が開発し、平成18年１月に慢性特発性便秘症、平成20年４月に便秘型過敏性腸症候群に

ついて米国食品医薬品局（FDA）から販売承認を取得しております。当社は、SPA社よりAMITIZA®カプセルの独占的製造

権を取得し、当該権利に基づき、米国及びカナダでの同製品の販売権を有する武田薬品工業株式会社へ製品供給をおこ

なっております。なお、AMITIZA®カプセルは、イオンチャンネルオープナーとして作用し、処方上の使用制限も少ない

という優れた特性と効能をもっております。 

    

２．企業集団の状況
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(1）会社の経営の基本方針 

 株式会社アールテック・ウエノは1989年9月、医薬品の製造販売、研究開発を目的に設立された創薬ベンチャー企

業です。医師でもある代表取締役社長真島行彦のもと「Physician-Oriented New Drug Innovation」(臨床医による

新薬開発)をテーマとし、これまで有効な治療薬のない眼科・皮膚科疾患をターゲットに新薬の開発を行っており、

以下の方針のもと、業務に取り組んでおります。 

①ベンチャー精神を忘れず、革新的なアイデアを源泉とした、効率的かつ迅速な医薬品開発を行います。 

②国内外の企業・研究機関との連携を深め、常にグローバルな視点に立って事業を展開してまいります。 

③眼科疾患や自社製品の最新情報を医療関係者にお届けすることを通じて、人々の健康と生活の質の向上に貢献し 

 てまいります。 

④化合物に関する豊富な知識や、蓄積された製造ノウハウを活用して、付加価値の高い製造部門の育成をはかりま 

  す。 

⑤実力本位な人事制度のもと、常に優れた人材を確保し、少数精鋭のプロフェッショナル集団による活力に溢れた 

 会社を目指します。 

  

(2）目標とする経営指標 

 当社の企業価値を高めるには、保有する経営資源を有効活用し、利益の最大化・株主価値の最大化を図ることが重

要だと考えております。この方針に基づき、2016年3月期までにＲＯＥ（自己資本当期純利益率）を10％以上にする

ことを経営目標とし、収益と研究開発費のバランスを取りながら効率的な経営を行ってまいります。 

 ＲＯＥ推移：平成25年３月期 6.9％ 平成24年３月期 8.9％ 平成23年３月期 18.6％  

    

(3）中長期的な会社の経営戦略 

 当社は眼科・皮膚科に特化した創薬ベンチャーであり、医薬品の製造・販売事業（レスキュラ®点眼液）および受

託製造サービス事業（AMITIZA®カプセル）から得られる安定的な収益をもとに研究開発投資を行い、新たな収益源と

なる製品を育てることにより中長期的な成長を目指しております。具体的な研究テーマは以下のとおりです。 

①アンメット・メディカル・ニーズ領域 ：重症ドライアイ、糖尿病性白内障、糖尿病性網膜症、加齢黄斑変性、 

                                       アトピー性皮膚炎、接触性皮膚炎、尋常性乾癬、糖尿病神経障害 

②オーファンドラッグ（希少疾病医薬品）領域 ：網膜色素変性 

③アンチエイジング（生活改善薬）領域：男性型脱毛症、睫毛貧毛症 

  

(4）会社の対処すべき課題 

  当社が対処すべき課題として以下の点が挙げられます。いずれも中長期的な経営課題として位置づけ、当事業年度

 以後も実績と成果を適切な時期に評価しながら課題解決を進めていく予定です。 

①研究開発体制の強化 

 医師の目線で医薬品の研究開発を行うには、研究開発体制の強化が重要な課題であると考えており、非臨床試験と

臨床試験の効率的な研究を行うべく、研究員を神戸研究所に集約し、組織改革を行いました。 

②販売体制の強化・構築 

 当社の主力製品であるレスキュラ®点眼液は、日本国内において眼科分野で豊富な販売経験を有する参天製薬株式

会社に販売を委託しております。しかしながら、製品のライフサイクルマネジメントを意識した効果的なマーケティ

ング活動の実践のためには、開発オリジネーターである当社から質の高い学術情報の発信と、その情報を正確に伝達

する活動が不可欠と考えております。当社は、全国に学術部員を配置し、参天製薬株式会社と共同での販売活動を実

施しております。今後も引き続きレスキュラ®点眼液の製品価値の最大化に努めるとともに、将来における自社開発

品販売のために、最適な販売体制の構築に努めてまいります。 

③生産体制の効率化 

 レスキュラ®点眼液やAMITIZA®カプセルのように、医薬品としての承認を受けた製品については、安定供給を継続

しつつ、製剤処方改良、製造方法及び包装技術の向上を通じて付加価値を高め、より高収益な製品に育てることを課

題と位置付けております。 

④内部統制体制の強化  

 社内体制を整備し、コンプライアンスや内部統制の強化を行います。今後も透明性を意識したコーポレートガバナ

ンスの充実を通じて企業価値向上に努める所存です。 

  

(5）その他、会社の経営上重要な事項 

 特記すべき事項はありません。 

３．経営方針
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４．財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,209,668 5,119,686

売掛金 469,195 1,157,801

製品 176,201 61,981

仕掛品 804,303 983,708

原材料及び貯蔵品 315,576 236,696

前渡金 150,021 73,765

前払費用 54,204 49,428

繰延税金資産 50,061 38,693

立替金 200 21,461

その他 5,915 56,115

流動資産合計 7,235,347 7,799,337

固定資産   

有形固定資産   

建物 509,198 457,483

減価償却累計額 △274,803 △207,670

建物（純額） 234,395 249,812

構築物 32,932 32,932

減価償却累計額 △32,349 △32,444

構築物（純額） 583 488

機械及び装置 659,179 659,076

減価償却累計額 △547,695 △582,367

機械及び装置（純額） 111,484 76,709

工具、器具及び備品 698,969 656,921

減価償却累計額 △629,894 △598,626

工具、器具及び備品（純額） 69,075 58,295

リース資産 18,606 28,670

減価償却累計額 △12,847 △13,458

リース資産（純額） 5,758 15,211

有形固定資産合計 421,296 400,518

無形固定資産   

商標権 70,616 48,316

製造権 － 56,332

ソフトウエア 15,174 12,541

その他 374 374

無形固定資産合計 86,166 117,565

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  1,521,695 ※1  1,528,583

敷金及び保証金 65,282 72,698

その他 － 1,037

投資その他の資産合計 1,586,978 1,602,319

固定資産合計 2,094,441 2,120,403

資産合計 9,329,788 9,919,740
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 124,009 252,442

リース債務 3,907 4,184

未払金 242,406 379,681

未払費用 18,204 20,278

未払法人税等 158,238 104,561

前受金 91,987 197,908

前受収益 840 －

資産除去債務 49,720 －

その他 16,188 14,272

流動負債合計 705,502 973,328

固定負債   

長期借入金 － 246,861

リース債務 1,375 11,188

繰延税金負債 477,177 437,552

資産除去債務 21,332 30,129

その他 29,306 29,306

固定負債合計 529,192 755,037

負債合計 1,234,695 1,728,366

純資産の部   

株主資本   

資本金 653,987 654,251

資本剰余金   

資本準備金 593,787 405,987

資本剰余金合計 593,787 405,987

利益剰余金   

利益準備金 14,540 14,540

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 5,875,959 6,142,570

利益剰余金合計 5,890,499 6,157,110

株主資本合計 7,138,273 7,217,349

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 944,385 948,821

評価・換算差額等合計 944,385 948,821

新株予約権 12,434 25,202

純資産合計 8,095,093 8,191,373

負債純資産合計 9,329,788 9,919,740
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成25年３月31日) 

売上高   

製品売上高 3,655,440 4,407,071

ロイヤリティー収入 397,680 145,570

売上高合計 4,053,120 4,552,641

売上原価   

製品期首たな卸高 36,075 175,118

当期製品製造原価 1,463,239 1,528,229

合計 1,499,314 1,703,347

製品期末たな卸高 ※3  175,118 －

売上原価合計 1,324,196 1,703,347

売上総利益 2,728,924 2,849,293

販売費及び一般管理費   

役員報酬 67,904 63,580

給料及び手当 175,950 182,918

支払手数料 168,722 205,750

減価償却費 18,793 21,629

研究開発費 ※1  917,328 ※1  1,279,565

その他 316,809 311,140

販売費及び一般管理費合計 1,665,507 2,064,585

営業利益 1,063,416 784,708

営業外収益   

受取利息 4,559 5,493

受取賃貸料 11,144 4,634

為替差益 － 93,235

その他 2,711 2,468

営業外収益合計 18,414 105,832

営業外費用   

為替差損 8,489 －

その他 － 167

営業外費用合計 8,489 167

経常利益 1,073,341 890,373

特別損失   

固定資産除却損 ※2  11,332 ※2  4,667

減損損失 39,685 －

その他 － 235

特別損失合計 51,017 4,903

税引前当期純利益 1,022,323 885,470

法人税、住民税及び事業税 318,098 354,235

法人税等調整額 23,928 △30,708

法人税等合計 342,026 323,527

当期純利益 680,296 561,943
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（注）※１．主な内訳は次のとおりであります。 

  

※２．他勘定振替高の内容は、研究開発費等へ振替えたものであります。 

  

（原価計算の方法） 

 当社の原価計算方法は、主として総合原価計算による実際原価計算であります。 

   

製造原価明細書

    
前事業年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成24年４月１日 

至 平成25年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

Ⅰ 材料費    350,223  25.2  449,978  25.3

Ⅱ 労務費    143,250  10.3  137,689  7.7

Ⅲ 経費 ※１  898,617  64.5  1,191,953  67.0

当期総製造費用    1,392,091  100.0  1,779,621  100.0

期首仕掛品たな卸高    834,150    804,303   

期首半製品たな卸高    49,670    1,082   

合計    2,275,911    2,585,007   

期末仕掛品たな卸高    804,303    983,708   

期末半製品たな卸高    1,082    61,981   

他勘定振替高 ※２  7,286    11,089   

当期製品製造原価    1,463,239    1,528,229   

            

前事業年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成24年４月１日 

至 平成25年３月31日） 

外注加工費 千円546,244

地代家賃 千円86,307

減価償却費 千円74,236

消耗品費 千円37,012

外注加工費 千円890,438

地代家賃 千円59,170

減価償却費 千円49,561

保険料 千円32,168
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 653,987 653,987

当期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） － 264

当期変動額合計 － 264

当期末残高 653,987 654,251

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 593,787 593,787

当期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） － 264

自己株式の消却 － △188,063

当期変動額合計 － △187,799

当期末残高 593,787 405,987

資本剰余金合計   

当期首残高 593,787 593,787

当期変動額   

新株の発行 － 264

自己株式の消却 － △188,063

当期変動額合計 － △187,799

当期末残高 593,787 405,987

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 14,540 14,540

当期末残高 14,540 14,540

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

当期首残高 5,490,994 5,875,959

当期変動額   

剰余金の配当 △295,332 △295,332

当期純利益 680,296 561,943

当期変動額合計 384,964 266,611

当期末残高 5,875,959 6,142,570

利益剰余金合計   

当期首残高 5,505,534 5,890,499

当期変動額   

剰余金の配当 △295,332 △295,332

当期純利益 680,296 561,943

当期変動額合計 384,964 266,611

当期末残高 5,890,499 6,157,110
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成25年３月31日) 

自己株式   

当期首残高 － －

当期変動額   

自己株式の取得 － △188,063

自己株式の消却 － 188,063

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

株主資本合計   

当期首残高 6,753,308 7,138,273

当期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） － 528

自己株式の取得 － △188,063

自己株式の消却 － －

剰余金の配当 △295,332 △295,332

当期純利益 680,296 561,943

当期変動額合計 384,964 79,075

当期末残高 7,138,273 7,217,349

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 482,242 944,385

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 462,143 4,436

当期変動額合計 462,143 4,436

当期末残高 944,385 948,821

評価・換算差額等合計   

当期首残高 482,242 944,385

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 462,143 4,436

当期変動額合計 462,143 4,436

当期末残高 944,385 948,821

新株予約権   

当期首残高 － 12,434

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 12,434 12,768

当期変動額合計 12,434 12,768

当期末残高 12,434 25,202

純資産合計   

当期首残高 7,235,551 8,095,093

当期変動額   

新株の発行（新株予約権の行使） － 528

自己株式の取得 － △188,063

自己株式の消却 － －

剰余金の配当 △295,332 △295,332

当期純利益 680,296 561,943

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 474,577 17,204

当期変動額合計 859,542 96,280

当期末残高 8,095,093 8,191,373
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 1,022,323 885,470

減価償却費 167,491 129,803

株式報酬費用 12,434 13,296

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32,137 －

減損損失 39,685 －

受取利息及び受取配当金 △4,559 △5,493

為替差損益（△は益） 646 △81,224

売上債権の増減額（△は増加） 8,165 △688,606

たな卸資産の増減額（△は増加） 145,339 13,695

前渡金の増減額（△は増加） △68,492 76,255

前払費用の増減額（△は増加） 1,128 4,775

仕入債務の増減額（△は減少） △1,573 128,432

未払金の増減額（△は減少） 87,714 154,716

未払費用の増減額（△は減少） 7,972 2,074

前受金の増減額（△は減少） △43,983 105,921

その他 78,236 △68,382

小計 1,420,391 670,735

利息及び配当金の受取額 3,646 4,005

法人税等の支払額 △609,294 △407,358

営業活動によるキャッシュ・フロー 814,743 267,382

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △44,920 △72,332

無形固定資産の取得による支出 △1,834 △68,111

定期預金の預入による支出 △4,900,000 △4,600,000

定期預金の払戻による収入 4,200,000 4,600,000

その他 47 △57,129

投資活動によるキャッシュ・フロー △746,707 △197,572

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △3,873 △4,006

長期借入れによる収入 － 246,861

自己株式の取得による支出 － △188,063

配当金の支払額 △295,191 △294,953

財務活動によるキャッシュ・フロー △299,064 △240,161

現金及び現金同等物に係る換算差額 △646 80,369

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △231,674 △89,982

現金及び現金同等物の期首残高 2,041,343 1,809,668

現金及び現金同等物の期末残高 ※  1,809,668 ※  1,719,686
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 該当事項はありません。  

   

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

時価のあるもの 

 期末日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。なお、時価による評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。 

２ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

(1)製品・原材料・仕掛品 

 主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を

採用しております。 

(2)貯蔵品 

 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）を採用してお

ります。 

３ 固定資産の減価償却の方法 

(1)有形固定資産（リース資産を除く） 

 定率法によっております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）につい

ては、定額法を採用しております。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物        ５～34年 

構築物       ４～９年 

機械及び装置    ２～15年 

工具、器具及び備品 ２～20年 

(2)無形固定資産（リース資産を除く） 

 定額法によっております。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

商標権         10年 

製造権         ８年  

自社利用のソフトウエア ５年 

(3)リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。 

 平成20年３月31日以前に契約をした、リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

４ 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。 

５ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

６ その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

 消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

  

  当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後

 の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

  なお、この変更による営業利益、経常利益及び税引前当期純利益に与える影響は軽微であります。 

(5)財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（重要な会計方針）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
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※１ 全てSucampo Pharmaceuticals,Inc.（以下、SPI社）のＡ種普通株式であります。SPI社の発行するＡ種普通株式

は米国NASDAQ市場に上場されておりますが、当社が当該株式を処分する場合には米国証券取引法上の規制の適用対

象となるため、売却数量等について制限をうけることになります。 

  

 ２ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と貸出コミットメント契約を締結しております。事業

年度末における貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は以下のとおりであります。 

  

※１ 研究開発費の総額 

  

※２ 固定資産除却損の内訳は、次のとおりであります。  

  

※３ 貸借対照表の製品との差額は、製品勘定に含めて表示している半製品によるものであり、当該半製品は製造原価明

細書に表示されております。  

   

前事業年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１ 発行済株式の種類及び総枚数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

   

    ３．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

（貸借対照表関係）

  
前事業年度 

（平成24年３月31日） 
当事業年度 

（平成25年３月31日） 

貸出コミットメントの総額 千円 3,000,000 千円 3,000,000

借入実行残高   －   －

差引額  3,000,000  3,000,000

（損益計算書関係）

前事業年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成24年４月１日 

至 平成25年３月31日） 

一般管理費に含まれる研究開発費 千円 917,328   千円 1,279,565

前事業年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成24年４月１日 

至 平成25年３月31日） 

機械及び装置 千円 10,351   千円 1,851

工具、器具及び備品  869    2,277

ソフトウエア  111    539

計  11,332    4,667

（株主資本等変動計算書関係）

  
当事業年度期首 
株式数（株）  

当事業年度 
増加株式数（株） 

当事業年度  
減少株式数（株）  

当事業年度末 
株式数（株）  

発行済株式   

普通株式   98,444  －  －  98,444

合計   98,444  －  －  98,444

自己株式    

普通株式  －  －  －  －

合計  －  －  －  －

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権
の目的とな
る株式の種

類 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  
当事業年度

末残高 
（千円） 当事業 

年度期首 
当事業 

年度増加 
当事業 

年度減少 
当事業 
年度末 

  

提出会社 

ストック・オプションとし

ての新株予約権 
 －  －  －  －  － 12,434 

 合計  －  －  －  －  － 12,434 

株式会社アールテック・ウエノ （4573） 平成25年3月期決算短信 （非連結）

17



  

４ 配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

  

(2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

  

当事業年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

１  発行済株式の種類及び総枚数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 (注) １． 普通株式の発行済株式の株式数増加８株は、新株予約権の権利行使による増加であります。 
２． 普通株式の自己株式の株式数増加2,000株は、取締役会決議による自己株式の取得による増加でありま 
  す。  

    ３． 普通株式の発行済株式の株式数減少2,000株及び自己株式の株式数減少2,000株は、取締役会決議による自
      己株式の消却による減少であります。  
  

    ３．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成23年６月24日 

定時株主総会 
普通株式  295,332  3,000 平成23年３月31日 平成23年６月27日

決議 株式の種類 配当の原資 
配当金の総額

（千円） 
１株当たり 
配当額（円）

基準日 効力発生日 

平成24年６月22日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金  295,332  3,000 平成24年３月31日 平成24年６月25日

  
当事業年度期首 
株式数（株）   

当事業年度 
増加株式数（株） 

当事業年度  
減少株式数（株）  

当事業年度末 
株式数（株）  

発行済株式   

普通株式  

(注)１，３ 
 98,444  8  2,000  96,452

合計   98,444  8  2,000  96,452

自己株式    

普通株式  

(注)２，３ 
 －  2,000  2,000  －

合計  －  2,000  2,000  －

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権
の目的とな
る株式の種

類 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  
当事業年度

末残高 
（千円） 当事業 

年度期首 
当事業 

年度増加 
当事業 

年度減少 
当事業 
年度末 

  

提出会社 
ストック・オプションとし

ての新株予約権 
 －  －  －  －  －  25,202 

 合計  －  －  －  －  －    25,202 
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４ 配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

  

(2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

  次のとおり決議を予定しております。  

  

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

前事業年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当事業年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

１．ストック・オプションに係る費用計上額及び科目名 

（単位：千円）

  

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成24年６月22日 

定時株主総会 
普通株式  295,332  3,000 平成24年３月31日 平成24年６月25日

決議 株式の種類 配当の原資 
配当金の総額

（千円） 
１株当たり 
配当額（円）

基準日 効力発生日 

平成25年６月25日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金  289,356  3,000 平成25年３月31日 平成25年６月26日

（キャッシュ・フロー計算書関係）

  
  
  

前事業年度 
（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成24年４月１日 

至 平成25年３月31日） 

現金及び預金勘定 5,209,668千円 5,259,411千円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,400,000  △3,400,000  

現金及び現金同等物 1,809,668  1,859,411  

（持分法損益等）

（ストック・オプション等関係）

  

 前事業年度 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成24年３月31日）  

 当事業年度 

（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日）  

販売費及び一般管理費の株式報酬費用  12,434 12,897
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２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 

(1）ストック・オプションの内容 

  

決議年月日 

平成16年６月25日 
定時株主総会 

平成18年２月17日 
臨時株主総会 

平成18年６月29日 
定時株主総会 

第１回新株予約権 第２回新株予約権 第３回新株予約権 第４回新株予約権 

付与対象者の区分及

び人数 

当社役員６名、従業員

34名、パートタイム勤

務者15名 

当社役員４名、当社従

業員２名 

当社役員２名、従業員

４名 

当社役員３名、従業員

２名 

株式の種類及び付与

数 
普通株式  220株 普通株式 156株 普通株式 1,648株 普通株式 268株 

付与日 平成16年７月１日 平成16年７月１日 平成18年２月20日 平成18年７月１日 

権利確定条件 

権利行使時において

も、当社の取締役、監

査役、従業員又はパー

トタイム勤務者である

ことを要す。但し、任

期満了による退任によ

り取締役若しくは監査

役の地位を喪失した

者、又は会社都合によ

る退職により地位を喪

失した従業員若しくは

パートタイム勤務者

は、当社の株式新規公

開の後において、かつ

その地位喪失後１ヶ月

以内に限り、新株予約

権を行使することがで

きる。 

権利行使時において

も、当社の取締役若し

くは監査役、又は従業

員であることを要す。

但し、任期満了による

退任により取締役若し

くは監査役の地位を喪

失した者、又は会社都

合による退職により地

位を喪失した従業員

は、当社の株式新規公

開の後において、かつ

その地位喪失後１ヶ月

以内に限り、新株予約

権を行使することがで

きる。 

権利行使時において

も、当社の取締役若し

くは監査役、又は従業

員であることを要す。

但し、任期満了による

退任により取締役若し

くは監査役の地位を喪

失した者、又は会社都

合による退職により地

位を喪失した従業員

は、当社の株式新規公

開の後において、かつ

その地位喪失後１ヶ月

以内に限り、新株予約

権を行使することがで

きる。 

権利行使時において

も、当社の取締役若し

くは監査役、又は従業

員であることを要す。

但し、任期満了による

退任により取締役若し

くは監査役の地位を喪

失した者、又は会社都

合による退職により地

位を喪失した従業員

は、当社の株式新規公

開の後において、かつ

その地位喪失後30日以

内に限り、新株予約権

を行使することができ

る。 

対象勤務期間 
該当事項はありませ

ん。 
同左 同左 同左 

権利行使期間 

自 平成18年６月25日 

（若しくは株式新規公

開のいずれか遅い方の

日） 

至 平成26年６月25日 

自 平成18年６月25日 

至 平成26年６月25日 

自 平成20年２月17日 

至 平成28年２月16日 

自 平成20年６月29日 

至 平成28年６月28日 
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決議年月日 

平成23年６月24日 
定時株主総会 

平成24年７月19日 
取締役会 

平成24年６月22日 
定時株主総会 

第５回新株予約権 第６回新株予約権 第７回新株予約権 第８回新株予約権 

付与対象者の区分及

び人数 
当社役員２名 当社従業員９名 当社役員２名 当社従業員17名 

株式の種類及び付与

数 
普通株式  200株 普通株式 50株 普通株式 200株 普通株式 95株 

付与日 平成23年８月10日 平成23年８月10日 平成23年８月10日 平成23年８月10日 

権利確定条件 

新株予約権の割当てを

受けた者は、原則とし

て当社の取締役の地位

を喪失した日の翌日か

ら10日以内に限り、新

株予約権を行使するこ

とができる。また、１

個の新株予約権につ

き、一部行使はできな

いものとする。 

新株予約権の割当てを

受けた者は、権利行使

時において、当社また

は当社の子会社の取締

役、監査役、又は従業

員のいずれかの地位を

有していることを要す

る。但し、任期満了に

よる退任、定年又は会

社都合による退職の場

合は、地位喪失後30日

以内に限り、新株予約

権を行使することがで

きる。また、１個の新

株予約権につき、一部

行使はできないものと

する。 

新株予約権の割当てを

受けた者は、原則とし

て当社の取締役の地位

を喪失した日の翌日か

ら10日以内に限り、新

株予約権を行使するこ

とができる。また、１

個の新株予約権につ

き、一部行使はできな

いものとする。 

新株予約権の割当てを

受けた者は、権利行使

時において、当社また

は当社の子会社の取締

役、監査役、又は従業

員のいずれかの地位を

有していることを要す

る。但し、任期満了に

よる退任、定年又は会

社都合による退職の場

合は、地位喪失後30日

以内に限り、新株予約

権を行使することがで

きる。また、１個の新

株予約権につき、一部

行使はできないものと

する。 

対象勤務期間 
該当事項はありませ

ん。 
同左 同左 同左 

権利行使期間 
自 平成23年８月11日 

至 平成53年８月10日 

自 平成23年８月11日 

至 平成28年８月10日 

自 平成24年８月11日 

至 平成54年８月10日 

自 平成24年８月11日 

至 平成29年８月10日 
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(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況 

  当事業年度（平成24年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数

については、株式数に換算して記載しております。 

① ストック・オプションの数 

  

  

決議年月日 

平成16年６月25日 
定時株主総会 

平成18年２月17日 
臨時株主総会 

平成18年６月29日 
定時株主総会 

第１回新株予約権 第２回新株予約権 第３回新株予約権 第４回新株予約権 

権利確定前         

前事業年度末（株）  －  －  －  －

付与（株）  －  －  －  －

失効（株）  －  －  －  －

権利確定（株）  －  －  －  －

未確定残（株）  －  －  －  －

権利確定後                  

前事業年度末（株）  32  40  826  24

権利確定（株）  －  －  －  －

権利行使（株）  －  －  －  －

失効（株）  8  －  －  －

未行使残（株）  24  40  826  24

決議年月日 

平成23年６月24日 
定時株主総会 

平成24年７月19日 
取締役会  

平成24年６月22日 
定時株主総会 

第５回新株予約権 第６回新株予約権 第７回新株予約権 第８回新株予約権 

権利確定前         

前事業年度末（株）  －  42  －  －

付与（株）  －  －  200  95

失効（株）  －  －  －  －

権利確定（株）  －  15  200  16

未確定残（株）  －  27  －  79

権利確定後                     

前事業年度末（株）  200  8  －  －

権利確定（株）  －  15  200  16

権利行使（株）  －  4  －  4

失効（株）  －  －  －  －

未行使残（株）  200  19  200  12
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② 単価情報 

  

  

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法 

（第１回～第４回新株予約権）  

 ストック・オプションの付与日時点において、当社は株式を証券取引所に上場していないことから、スト

ック・オプションの公正な評価単価の見積方法を単位当たりの本源的価値の見積によております。 

 また、単位当たりの本源的価値の見積方法は、DCF法によっております。 

（第５回～第６回新株予約権） 

 ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は以下のとおりであります。  

①使用した評価技法   ブラック・ショールズ式  

②主な基礎数値及び見積方法  

（注）１．３年間（平成20年４月から平成23年８月まで）の株価実績に基づき算定しております。  

   ２．十分なデータの蓄積がなく、合理的な見積りが困難であるため、第５回新株予約権については退

     職までの予想残存期間、第６回新株予約権については最後に到来する権利行使の中間点を予想満

     期日として、評価基準日から予想満期日までの期間を見積もっております。 

   ３．平成23年３月期の配当実績によっております。 

   ４．予想残存期間に対応する期間に対応する国債の利回りであります。 

決議年月日 

平成16年６月25日 
定時株主総会 

平成18年２月17日 
臨時株主総会 

平成18年６月29日 
定時株主総会 

第１回新株予約権 第２回新株予約権 第３回新株予約権 第４回新株予約権 

権利行使価格（円）  131,500  131,500  295,000  295,000

行使時平均株価（円）  －  －  －  －

付与日における公正な評

価単価（円） 
 －  －  －  －

決議年月日 

平成23年６月24日 
定時株主総会 

平成24年７月19日 
取締役会 

平成24年６月22日 
定時株主総会 

第５回新株予約権 第６回新株予約権 第７回新株予約権 第８回新株予約権 

権利行使価格（円）  1  1  1  1

行使時平均株価（円）  －  199,500  －  156,800

付与日における公正な評

価単価（円） 
 51,827  70,932  44,779  61,130

   第５回 新株予約権  第６回 新株予約権  

 株価変動性（注１）  85.0％  85.0％

 予想残存期間（注２）  12.0年  3.5年

 予想配当（注３）  3,000円／株  3,000円／株

 無リスク利子率（注４）  1.3％  0.2％
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（第７回～第８回新株予約権） 

 ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は以下のとおりであります。  

①使用した評価技法   ブラック・ショールズ式  

②主な基礎数値及び見積方法  

（注）１．第７回については４年間（平成20年４月から平成24年８月まで）、第８回については３年間（平

     成21年２月から平成24年８月まで）の株価実績に基づき算定しております。  

   ２．十分なデータの蓄積がなく、合理的な見積りが困難であるため、第７回新株予約権については退

     職までの予想残存期間、第８回新株予約権については最後に到来する権利行使の中間点を予想満

     期日として、評価基準日から予想満期日までの期間を見積もっております。 

   ３．平成24年３月期の配当実績によっております。 

   ４．予想残存期間に対応する期間に対応する国債の利回りであります。 

  

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法 

 基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみを反映させる方法を採

用しております。 

  

５．ストック・オプションの本源的価値により算定を行う場合の当事業年度末における本源的価値の合計額及

び権利行使されたストック・オプションの権利行使日における本源的価値の合計額 

① 当事業年度末における本源的価値の合計額            －千円 

② 当事業年度において権利行使されたストック・オプションの権利行使日における本源的価値の合計額 

 該当事項はありません。 

  

   第７回 新株予約権  第８回 新株予約権  

 株価変動性（注１）  75.6％  51.9％

 予想残存期間（注２）  10.9年  3.5年

 予想配当（注３）  3,000円／株  3,000円／株

 無リスク利子率（注４）  0.89％  0.1％
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 前事業年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日）及び当事業年度（自  平成24年４月１ 至  

平成25年３月31日） 

 当社は医薬品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。  

    

前事業年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

（単位：千円）

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

（単位：千円）

（注）売上高は製品等の納品先を基礎とし、国又は地域に分類している。   

  

(2）有形固定資産 

            本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記 

          載を省略しております。 

   

３．主要な顧客ごとの情報 

  （単位：千円）

  

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

ｂ．関連情報

  レスキュラ®点眼液  AMITIZA®カプセル
医薬品の研究開発 

支援サービス  
 合計 

外部顧客への売上高  1,943,721  2,026,393  83,005  4,053,120

  日本  米国  欧州  その他   合計 

外部顧客への売上高  1,768,404  2,020,564  260,361  3,789  4,053,120

 顧客の名称又は氏名  売上高  関連する事業部門名  

 参天製薬株式会社  1,692,251  レスキュラ®点眼液 

 武田薬品工業株式会社  2,018,393  AMITIZA®カプセル 
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当事業年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

（単位：千円）

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

（単位：千円）

（注）売上高は製品等の納品先を基礎とし、国又は地域に分類している。   

  

(2）有形固定資産 

            本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記 

          載を省略しております。 

   

３．主要な顧客ごとの情報 

  （単位：千円）

  

前事業年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

  記載すべき重要な事項はありません。  

    

当事業年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

  記載すべき重要な事項はありません。  

    

前事業年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

  該当事項はありません。 

  

当事業年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

  該当事項はありません。 

  

前事業年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

  該当事項はありません。 

  

当事業年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

  該当事項はありません。 

  

  レスキュラ®点眼液  AMITIZA®カプセル
医薬品の研究開発 

支援サービス  
 合計 

外部顧客への売上高  1,811,865  2,592,459  148,316  4,552,641

  日本  米国  欧州  その他   合計 

外部顧客への売上高  1,665,848  2,820,856  61,112  4,824  4,552,641

 顧客の名称又は氏名  売上高  関連する事業部門名  

 参天製薬株式会社  1,342,355  レスキュラ®点眼液 

 武田薬品工業株式会社  2,327,735  AMITIZA®カプセル 

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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前事業年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

役員及び個人主要株主等 

 上記の金額のうち、取引金額及び保証金の期末残高には消費税等が含まれておらず、その他の期末残高には消費税

等が含まれております。 

 取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注１）当社の主要株主である上野隆司氏・久能祐子氏が、議決権の95.0％を間接的に保有しております。 

（注２）当社の主要株主である上野隆司氏の近親者が、議決権の52.1％を直接に、議決権の47.9％を間接に保有して

おります。 

（注３）業務の受託に当たっては、一般の取引価格を参考に業務の内容を勘案の上、報酬額を決定しております。 

（注４）不動産の賃借については、不動産鑑定評価による価格を参考に決定しております。 

（注５）ＣＲＯ業務とは、医薬品の研究開発支援サービスのことを意味しております。 

（注６）ライセンスの供与は、ウノプロストンの日本、中国、台湾、韓国及び北米以外の地域における緑内障及び高

眼圧症を含むあらゆる適応症について、独占的に開発、製造、商業化及び販売する権利を譲渡したものであ

り、譲渡価格は市場価格を勘案の上、決定しております。 

（注７）製品の販売については、AMITIZA®カプセルの販売であり、販売価格は市場価格を勘案の上、決定しておりま

す。 

  

（関連当事者情報）

種類 会社等 
の名称又は氏名 所在地

資本金又 
は出資金 
（千円） 

事業の内容
又は職業 

議決権等の
所有(被所有)
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額 
（千円） 科目 期末残高

（千円）

主要株主

（個人）

が議決権

の過半数

を所有す

る会社の

子会社  

Sucampo Pharma 

Americas,Inc.

（注１） 

  

米国メ

リーラ

ンド州

  

USD1

医薬品の研

究開発及び

販売 

 

  

－
業務の受託 

CRO業務の 

受託 

（注３） 

（注５） 

  

    

  

2,171
前受金 18,374

主要株主

（個人）

が議決権

の過半数

を所有す

る会社の

子会社 

Sucampo Pharma 

Europe, Ltd. 

（注１） 

英国オ

ックス

フォー

ド州 

USD 17,942
医薬品の研

究開発 
 － 業務の受託 

CRO業務の 

受託 

（注３） 

（注５） 

 2,299  － －

製品の販売 

（注７） 
    8,000  － －

主要株主

（個人）

が議決権

の過半数

を所有す

る会社の

子会社  

株式会社 

スキャンポ 

ファーマ 

（注１）  

  

大阪市

北区      

299,000 医薬品の研

究開発  
       －

業務の委受託

  

CRO業務の 

受託 

（注３） 

（注５） 

 

  

76,152
売掛金 28,928

前受金 21,113

不動産の賃貸

  

不動産賃貸料

の受領 

（注４）  

  

    

     

11,144
 

  

－ －

主要株主

（個人）

が議決権

の過半数

を所有す

る会社の

子会社  

Sucampo,AG 

 （注１） 

  

スイス

シュビ

ーツ州

  

942,433USD 

 

医薬品の製

造及び研究

開発 

  

 

  

－ 業務の受託 

  

CRO業務の 

受託 

（注３） 

（注５） 

  

   2,381 売掛金 626

ライセンスの

供与 

（注６） 

  

 247,680  － －

主要株主

（個人）

及びその

近親者が

議決権の

過半数を

所有する

会社  

上野製薬 

株式会社 

（注２） 

  

大阪市

中央区

  

 

 

1,010,000
化学工業薬

品の製造 

  

 

  

－ 不動産の賃借

  

不動産の賃借

保証金 

（注４） 

       － 保証金 21,072

不動産賃借料

の支払 

（注４） 

   

  

112,479
前払費用 9,821

未払金 9,384
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当事業年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

役員及び個人主要株主等 

 上記の金額のうち、取引金額及び保証金の期末残高には消費税等が含まれておらず、その他の期末残高には消費税

等が含まれております。 

 取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注１）当社の主要株主である上野隆司氏・久能祐子氏が、議決権の66.0％を間接的に保有しております。 

（注２）当社の主要株主である上野隆司氏の近親者が、議決権の100.0％を直接に保有しております。 

（注３）業務の受託に当たっては、一般の取引価格を参考に業務の内容を勘案の上、報酬額を決定しております。 

（注４）不動産の賃借については、不動産鑑定評価による価格を参考に決定しております。 

（注５）ＣＲＯ業務とは、医薬品の研究開発支援サービスのことを意味しております。 

（注６）ロイヤリティの収入は、ウノプロストンの米国及びカナダにおける緑内障及び高眼圧症について、独占的に

開発、製造、商業化及び販売する権利を譲渡したものであり、譲渡価格は市場価格を勘案の上、決定してお

ります。 

（注７）製品の販売については、レスキュラ®点眼液及びAMITIZA®カプセルの販売であり、販売価格は市場価格を勘

案の上、決定しております。 

（注８）ライセンスの購入は、ルビプロストンの日本・アジア・オセアニア地域における独占的に製造・供給する権

利を取得したものであり、取得価格は市場価格を勘案の上、決定しております。 

種類 会社等 
の名称又は氏名 所在地

資本金又 
は出資金 
（千円） 

事業の内容
又は職業 

議決権等の
所有(被所有)
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額 
（千円） 科目 期末残高

（千円）

主要株主

（個人）

が議決権

の過半数

を所有す

る会社の

子会社  

Sucampo Pharma 

Americas,Inc.

（注１） 

米国メ

リーラ

ンド州

USD1

医薬品の研

究開発及び

販売  

 

  

－
業務の受託 

CRO業務の 

受託 

（注３） 

（注５） 

    

 

74,006

売掛金 11,244

前受金 64,006

主要株主

（個人）

が議決権

の過半数

を所有す

る会社の

子会社  

株式会社 

スキャンポ 

ファーマ 

（注１）  

  

大阪市

北区      

299,000 医薬品の研

究開発  
       －

業務の委受託

  

CRO業務の 

受託 

（注３） 

（注５） 

  

 

  

13,197
売掛金 5,068

前受金 28,901

不動産の賃貸

  

不動産賃貸料

の受領 

（注４）  

  

    

     

4,634
 

  

－ －

主要株主

（個人）

が議決権

の過半数

を所有す

る会社の

子会社  

Sucampo,AG 

 （注１）  

スイス

シュビ

ーツ州

942,433USD 

 

医薬品の製

造及び研究

開発 

 

  

－
業務の委受託

及び医薬品の

製造販売 

CRO業務の 

受託 

（注３） 

（注５） 

   61,112 売掛金 31,571

製品の販売 

（注７） 

 

  

683,839 売掛金 510,121

立替金 19,154

ロイヤリティ

の収入 

（注６） 

 45,570 売掛金 45,570

ライセンスの

購入 

（注８） 

 59,570 製造権 56,332

主要株主

（個人）

及びその

近親者が

議決権の

過半数を

所有する

会社 

  

上野製薬 

株式会社 

（注２） 

  

大阪市

中央区

  

 

 

1,010,000
化学工業薬

品の製造 

  

 

  

－ 不動産の賃借

  

不動産の賃借

保証金 

（注４） 

       － 保証金 21,072

不動産賃借料

の支払 

（注４） 

   

  

67,288
前払費用 401

未払金 3,477
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（注） １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎 

  

（１株当たり情報）

前事業年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成24年４月１日 

至 平成25年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭82,230 44

１株当たり当期純利益 円 銭6,910 50

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 円25銭6,894

１株当たり純資産額 円 銭84,665 65

１株当たり当期純利益 円 銭5,746 66

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 円 銭5,717 72

  

項目 
前事業年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日）

当事業年度 
（自 平成24年４月１日 

至 平成25年３月31日）

  (1）１株当たり当期純利益     

  当期純利益（千円）  680,296  561,943

  普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

  普通株式に係る当期純利益（千円）  680,296  561,943

  普通株式の期中平均株式数（株）  98,444  97,786

  (2）潜在株式調整後１株当たり当期純利益     

  普通株式増加数（株）  232  495

   （うち新株予約権（株））  (232)  ( ) 495

  

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜

在株式の概要 

 第１回新株予約権（新株

予約権の数 個）、第２回

新株予約権（新株予約権の

数 個）、第３回新株予約

権（新株予約権の数

個）、第４回新株予約権

（新株予約権の数 個） 

16

20

413

12

 第１回新株予約権（新株

予約権の数 個）、第２回

新株予約権（新株予約権の

数 個）、第３回新株予約

権（新株予約権の数

個）、第４回新株予約権

（新株予約権の数 個） 

12

20

413

12
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   平成25年５月14日開催の取締役会において、平成25年７月１日付で定款の一部を変更し、株式分割及び単元株制度

  の採用を決議致しました。 

  

 １ 株式分割及び単元株制度の採用の目的 

  当社は、平成19年11月27日に全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨に鑑み、当社普

 通株式の売買単位を100株とするため、株式分割を実施するとともに単元株制度を採用致します。 

  また、株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図るため、株式分割及び単元株制度の採用により投資単位を２分の１

 と致しました。 

  

 ２ 株式分割の方法 

平成25年6月30日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する普通株式を、１株に

つき200株の割合をもって分割致します。 

  

 ３ 単元株制度の採用 

  １単元の株式の数を100株と致します。 

  

 ４ 効力発生日 

  平成25年７月１日を効力発生日と致します。  

  

  なお、当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の前事業年度における１株当たり情報及び当期首に行われた

 と仮定した場合の当事業年度における１株当たり情報は、それぞれ以下のとおりであります。 

   

     リース取引、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、税効果会計、退職給付、企業結合等、資産除去債務、

        賃貸等不動産に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示

        を省略しております。 

（重要な後発事象）

  

 前事業年度 

（自 平成23年４月１日 

   至 平成24年３月31日） 

 当事業年度 

（自 平成24年４月１日 

   至 平成25年３月31日） 

 １株当たり純資産額       411円15銭       423円33銭 

 １株当たり当期純利益金額        34円55銭        28円73銭 

 潜在株式調整後１株当たり 

 当期純利益金額  
       34円47銭        28円59銭 

（開示の省略）
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